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令和元年度決算　新生の年　事業の成果を認定令和元年度決算　新生の年　事業の成果を認定

みんなで全力ダッシュ！！みんなで全力ダッシュ！！

こんなことが決まりましたこんなことが決まりました

議会だより

P２P２

P９P９

P14P14 令和２年10月16日発行

（こども園運動会）
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決算議会

９月定例会

　
令
和
２
年
９
月
定
例
会
を
９
月
15
日
か
ら
18
日
ま
で
、
４
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
町
政
全
般
に
つ
い
て
の
経
過
報
告
が
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

補
正
予
算
な
ど
、
町
か
ら
提
出
さ
れ
た
19
の
議
案
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
定
例
会
は
決
算
議
会
で
も
あ
り
、
令
和
元
年
度
の
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
を

認
定
し
ま
し
た
。

　
加
え
て
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方

税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
」
を
採
択
、「
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
で
発
生
し

た
放
射
能
汚
染
水(

ア
ル
プ
ス
処
理
水)

の
海
洋
放
出
に
反
対
す
る
請
願
書
」
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
一
般
質
問
で
は
、
８
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
は
約
48
億
6
万

円
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
6
つ
の
会
計

を
合
わ
せ
て
約
17
億
３
５
８

０
万
円
と
な
り
、
合
計
約
65

億
３
５
８
６
万
円
余
の
歳
出

決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
度
と
比
べ
て
、

約
20
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
歳
入
決

算
は
歳
出
決
算
を
約
7
億
７

１
５
１
万
円
上
回
る
、
約
73

億
７
３
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
町
税
及
び
使
用
料

等
の
収
入
未
済
額
は
不
納
欠

損
処
理
を
行
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
前
年
度
と
比
較
し
、
８

９
８
万
円
減
少
し
、
７
６
６

０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

収
入
未
済
額
の
縮
減
は
、
自

主
財
源
の
確
保
及
び
負
担
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
に
も
、

滞
納
の
長
期
化
の
抑
制
、
滞

納
者
へ
の
早
期
対
応
な
ど
有

効
か
つ
効
果
的
な
徴
収
対
策

を
行
う
な
ど
、
町
税
等
収
納

の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算
の
あ
ら
ま
し

新生の年 事業の成果を認定

3

令
和
元
年
度
決
算

2

総括意見
　令和元年度の事業については、関係諸帳簿及び証拠書類と

照合した結果、各会計の歳入歳出決算等は正確なものと認め、

また、予算の執行についても、改善すべき事項はあったものの、

適正かつ効率的に行われていると認められました。

審査のむすび
　当町の財政状況は、広野火力発電所の大規模償却資産税へ

の依存度が依然として高い状況にあります。

　財政力指数は、令和元年度1.176となり、昨年度に引き続き

普通交付税不交付団体となりましたが、国民健康保険や介護

保険といった特別会計の医療や介護に対する給付費は、依然

として高い水準であり、保健事業や福祉事業等の成果を再検

し、転入者から国民健康保険税や介護保険料の徴収事務をしっかり執行し、健康診査の受診勧

奨や医療機関への早期受診による疾病の早期発見、早期治療、適正医療による重症化防止等に

より、歳出の削減に努めるよう強く望みます。

黒田 代表監査委員

令和元年度決算

新生の年 事業の成果を認定
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令
和
元
年
度
決
算

令和元年度　決算の概要

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

48億6万円 

44億5858万円 47億928万円  44億8266万円 51億4487万円 44億29万円 

44億8170万円 

114億264万円

167億3185万円 

117億9496万円

82億9981万円 64億8661万円 

20億円

0円

40億円

60億円

80億円

100億円

120億円

140億円

160億円

180億円

25億7640万円  24億2380万円  22億9775万円  22億790万円  21億6434万円 

29億7849万円 

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度

一般会計歳出決算額 基金・積立
（貯金）

地方債
（借金）

前年比
26.00%減

扶助費
229,874千円(5%)

公債費
220,000千円(5%)

災害復旧事業費
103,203千円(2%)

維持補修費
158,529千円(3%)

投資出資貸付
22,880千円  (1%)

普通建設事業費
835,617千円

(17%)

人件費
686,519千円

(14%)

投資的経費
938,820千円

(19%)

義務的経費
1,136,393千円

(24%)

その他経費
2,724,849千円

（57%）

物件費
1,097,457千円

(23%)

補助費等
749,296千円

(16%)

積立金
213,809千円

(4%)

繰出金
482,878千円

(10%)

歳出決算額
4,800,062千円

5 4

令
和
元
年
度
決
算

令和元年度　決算の概要

歳入決算額
5,441,164千円

地方譲与税      29,896千円
利子割交付金       524千円
地方消費税      88,410千円
自動車取得税    3,196千円

自動車税環境性能割  1,002千円
地方特例              11,344千円
地方交付税        535,259千円
その他                      4,532千円

町税  
2,547,139千円

 (47%)

使用料等 
1,335,817千円 

 (24%)

使用料            66,830千円
財産収入        38,928千円
分担金              1,941千円
寄付金            64,924千円
繰入金        760,856千円
繰越金     　329,418千円
諸収入         　72,920千円

国庫支出金
259,420千円

(5%)

依存財源
1,558,208千円

(29%)

県支出金
624,625千円

(12%)

自主財源
3,882,956千円

(71%)

町債
0千円(0%)

譲与税等
674,163千円

(12%)

各会計の決算状況 　　　　 　（単位：円）

会　　計　　別 予 算 現 額

決　　算　　額 歳 入 歳 出
差 引 額
（形式収支）

（Ａ）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

（Ｂ）

実 質 収 支
（Ａ）－（Ｂ）歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 5,489,847,000 5,441,163,878 4,800,061,503 641,102,375 232,706,000 408,396,375 

特
　
別

　
会

　
計

国 民 健 康 保 険 878,743,000 843,454,925 776,743,199 66,711,726 0 66,711,726 

土 地 開 発 事 業 175,060,000 175,059,432 173,481,886 1,577,546 0 1,577,546 

公共下水道事業 235,385,000 240,978,007 232,312,602 8,665,405 0 8,665,405 

農業集落排水事業 34,142,000 34,308,518 31,275,210 3,033,308 0 3,033,308 

介 護 保 険 551,968,000 555,198,584 505,208,293 49,990,291 0 49,990,291 

後期高齢者医療 17,654,000 17,214,554 16,783,475 431,079 0 431,079 

小  　計 1,892,952,000 1,866,214,020 1,735,804,665 130,409,355 0 130,409,355 

令和元年度決算額 7,382,799,000 7,307,377,898 6,535,866,168 771,511,730 232,706,000 538,805,730 

歳入から歳出を引いた額は翌年度繰り越しとなります。
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令和元年度

決算質疑

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
及
び
６
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決

算
の
質
疑
で
は
、
税
金
な
ど
の
滞
納
処
分
の
在
り
方
や
町
政
運
営

に
か
か
る
経
費
の
見
直
し
な
ど
、
議
員
か
ら
様
々
な
意
見
や
要
望

な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

住
民
の
立
場
に
立
っ
た

町
政
運
営
と
町
財
政
の

健
全
化
を
要
望

　
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
に
つ
い

て
は
、
令
和
２
年
度
は
実

施
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

継
続
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

　
当
時
の
近
代
農
業
ゾ
ー

ン
の
水
田
の
再
開
を
記
念

す
る
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
と
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
経
費
の
削
減
等
に
向
け

て
事
業
の
在
り
方
を
精
査

し
た
う
え
で
継
続
は
し
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

門
馬 

巧 

議
員

遠
藤 

環
境
防
災
課
長

田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
継
続
は

　
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
費
は

前
年
度
に
受
注
し
た
仕
事

は
何
件
あ
り
ま
し
た
か
。

　
ま
た
、
実
績
の
金
額
の

合
計
は
い
く
ら
で
す
か
。

　
９
２
０
万
円
を
要
し
て
、

実
績
が
な
い
の
で
あ
れ
ば

事
業
を
終
了
す
る
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
昨
年
度
の
実
績
で
は
、

実
際
に
受
注
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
参
加
し

て
い
る
方
の
パ
ソ
コ
ン
の

講
習
会
を
行
っ
て
、
約
20

人
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
非
常

に
有
効
な
事
業
に
な
る
と

い
う
期
待
も
あ
り
、
町
と

し
て
は
再
度
、
事
業
者
に

受
注
の
努
力
を
促
し
て
い

き
ま
す
。

阿
部 

憲
一 

議
員

小
松 

復
興
企
画
課
長

テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
の

見
直
し
を

令和元年度の田んぼアート

7

令
和
元
年
度
決
算

6

　
広
野
町
に
は
火
力
発
電

所
が
あ
り
ま
す
が
、
公
害

対
策
調
査
委
託
事
業
で
は

二
酸
化
炭
素
の
調
査
は
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
町
民
の
安
心
の
た
め
に
、

今
後
調
査
す
る
計
画
は
あ

り
ま
す
か
。

　
町
内
の
河
川
や
た
め
池

の
水
質
検
査
や
、
工
場
排

水
の
水
質
検
査
等
を
行
っ

て
い
る
調
査
で
、
二
酸
化

炭
素
の
計
測
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
町
独
自
で
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
の
計
測
は
難
し

い
も
の
が
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
県
に
相
談
を
し

て
、
回
答
が
得
ら
れ
れ
ば

お
示
し
し
ま
す
。

畑
中 

大
子 

議
員

遠
藤 

環
境
防
災
課
長

二
酸
化
炭
素
の
調
査
と

公
表
を

免許返納タクシー利用券の
継続を

　高齢者運転免許返納タクシー利用券の利用実績は何人ですか。

　平成30年度から開始し、平成30年度が６人、令和元年度が13人、

令和２年度は現在４人の方に申請をいただいており、併せて合計

23人です。

門馬 巧 議員

遠藤 環境防災課長

火力発電所の煙突

１枚500円40枚綴り
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令
和
元
年
度
決
算

　
津
波
被
災
者
等
住
宅
再

建
支
援
事
業
費
に
つ
い

て
、
基
金
が
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
、
な
ぜ
基
金
で

は
な
く
一
般
会
計
で
支
出

し
た
の
で
す
か
。

　
住
宅
の
退
去
に
係
る
調

停
の
際
の
弁
護
委
託
費
用

が
80
万
円
ほ
ど
あ
り
ま
す

が
、
調
停
な
ら
ば
顧
問
弁

護
士
に
話
を
聞
き
な
が
ら

町
が
自
ら
手
続
き
を
進
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
津
波
で
被
災
し
た
も
の

と
地
震
で
被
災
し
た
も
の

が
あ
り
、
津
波
で
被
災
し

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
基

金
を
充
当
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
地
震
で
被
災

し
た
も
の
に
つ
い
て
は
町

単
独
の
補
助
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
手
順
や
方
法
が
確
立
さ

れ
た
後
に
は
、
委
託
を
せ

ず
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

黒
田 

政
徳 
議
員

阿
部 

憲
一 

議
員

小
松 

復
興
企
画
課
長

林 

総
務
課
長

財
務
処
理
は
適
正
か

弁
護
委
託
料
削
減
の

努
力
を

税の公平性の確保を

広報誌の効果向上を

　町の発行する広報は、文字が小さく、町民が

読みにくいと思いますがいかがでしょうか。

　ほとんどが時効の完成ということで、町として

納付できないということで不能欠損をしています。

　読んでいただけるように文字の大きさも考慮

しながら工夫して作成していきます。

黒田 政徳 議員

門馬 巧 議員

加賀 町民税務課長

林 総務課長

　
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は

高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
に

は
心
強
い
と
思
い
ま
す
が
、

現
在
の
利
用
者
数
、
増
減

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　
令
和
２
年
３
月
末
の
実

績
で
固
定
電
話
の
方
の
利

用
者
が
14
人
、
携
帯
電
話

の
方
の
利
用
者
が
35
人
に

な
っ
て
い
ま
す
。
増
減
に

つ
い
て
は
若
干
利
用
者
は

増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

門
馬 

巧 

議
員

遠
藤 

環
境
防
災
課
長

緊
急
通
報
の
利
用
促
進
を

　町税で1163万円の不能欠損が出ています。

　税の納付は義務ですので、不公平がないように

適切に徴収を行うべきですが、不能欠損となった

状況はどのようなものですか。

緊急通報システム

9

議

決

事

項

8

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

基
金
条
例
を
廃
止

　
平
成
28
年
度
に
特
定
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
基
金
を

整
備
し
、
町
民
等
の
医
療
環
境
の
向
上
に
資
す
る
事
業

と
し
て
広
野
町
救
急
患
者
受
入
支
援
事
業
等
補
助
金
に

基
金
を
充
当
し
て
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
は
基
金
の
全
額
を
取
り
崩
し
、
一
般
財

源
を
投
入
し
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
基
金
の
全
額
を
取
り
崩
し
た
こ
と
に
よ
り
基
金
条
例

は
廃
止
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
も
一
般
財
源

８
０
０
万
円
の
予
算
で
広
野
町
救
急
患
者
受
入
支
援
事

業
等
補
助
金
は
継
続
し
ま
す
。

　
双
葉
郡
内
の
近
隣
町
村

か
ら
搬
送
さ
れ
て
く
る
患

者
の
受
け
入
れ
に
も
、
町

の
一
般
財
源
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
考
え
る
と
不

公
平
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
基
金
を
創
設
し
た
際
の

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
も
う
一
度
実
施
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

　
平
成
29
年
度
の
事
業
費

が
１
３
２
６
万
円
に
対
し

て
基
金
の
取
り
崩
し
額
は

１
７
４
０
万
円
。

　
基
金
は
目
的
を
も
っ
て

使
う
お
金
で
す
が
、
こ
の

差
額
は
何
に
使
っ
た
の
で

す
か
。

　
町
の
取
り
組
み
に
対
し

て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
は
難
し
い
こ

と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
双
葉
郡
内
の
医
療
機
関

の
再
開
に
向
け
て
国
や
県

と
協
議
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
病
院
等
の
請
求
を
３
月

末
ま
で
に
は
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
３
月
ま
で
に

基
金
会
計
は
閉
鎖
す
る
必

要
が
あ
り
、
多
め
の
取
り

崩
し
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
、
事
業

額
の
確
定
後
に
基
金
取
り

崩
し
額
を
精
査
す
る
べ
き

で
し
た
が
、
概
算
で
の
計

算
を
過
大
な
金
額
で
見
積

も
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に

取
り
崩
し
額
が
多
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
委
員
に
根
本 

良
政
氏

を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
２
年
10
月
15
日
か
ら

４
年
間
で
す
。

門
馬 

巧 

議
員

黒
田 

政
徳 

議
員

遠
藤 

町
長

佐
藤 

健
康
福
祉
課
長

再
度
資
金
を
確
保
で
き
な
い
か

基
金
の
管
理
は
適
正
に

人 

事 
案 
件

教
育
委
員
会
委
員根本 良政 氏

（上北迫）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
広
野
町
の
現
段
階
の
普

及
率
は
ど
う
な
っ
て
い
ま

す
か
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
や
、マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
を
付
加
す
る
手
続
き
は

高
齢
者
の
方
に
は
難
し
い

印
象
を
受
け
ま
す
。よ
り
多

く
の
方
々
に
申
請
し
て
い

た
だ
き
、チ
ャ
ン
ス
や
権
利

を
確
保
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
交
付
割
合
は
20
％
近
く

に
な
っ
て
お
り
、
全
国
平

均
は
超
え
て
い
る
状
況
で

す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
を
通

じ
た
広
報
や
、
工
業
団
地

の
会
社
へ
の
訪
問
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
よ
う
で
す
の
で
、
折

に
触
れ
て
広
報
等
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遠
藤 

浩 

議
員

遠
藤 

浩 

議
員

加
賀 

町
民
税
務
課
長

加
賀 

町
民
税
務
課
長

仮
設
宿
泊
施
設
の
無
償
貸
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た
。

議
案
第
61
号

所
在
・
表
示
　
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
大
谷
地
原
92
番
２

　
　
　
　
　
　
木
造
２
階
建
　
２
棟
　

　
　
　
　
　
　
床
面
積
１
９
９
５
・
80
㎡ 

　 

貸
付
期
間
　
令
和
２
年
10
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
令
和
３
年
９
月
30
日
ま
で

相
　
手
　
方
　
株
式
会
社
フ
タ
バ
ド
リ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

財
産
の
無
償
貸
与 

９月補正予算

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 7212万円 58億6653万円

国 民 健 康 保 険 4812万円 9億3614万円

土 地 開 発 事 業 157万円 1億6547万円

公 共 下 水 道 事 業 866万円 2億5685万円

農業集落排水事業 438万円 5359万円

介 護 保 険 5316万円 6億4196万円

後 期 高 齢 者 医 療 225万円 2139万円

合 計 1億9026万円 79億4193万円

主な内容

　●広野町新生児子育て応援特別給付金 250万円

　●ドライブインシアター WITH花火プロジェクト 550万円

　　※車に乗って映画と花火を鑑賞

　●コンビニ交付サービス構築 1183万円

　　※マイナンバーカードを利用してコンビニで住民票等を取得できる

　今回の補正は、政府の特別定額給付金事業の対象とならない令

和２年４月28日から令和３年４月１日までに誕生する新生児に

対し一人当たり10万円を支給するための増額補正予算などが主

な内容となりました。これにより、一般会計は歳入歳出それぞ

れ7212万円増額され、総額で58億6653万円となりました。

普
及
促
進
の
取
り
組
み
を

ホテルリーブス
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

伴
う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地

方
税
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

請願は討論の末 不採択に 

意
見
書
を
採
択

　東京電力福島第一原子力発電所事故で発生した放射能汚染水（アルプス

処理水）の海洋放出に反対する請願書　【請願者】DAPPE【紹介議員】畑中 大子

　討論の結果、賛成２、反対７で不採択となりました。

提
出
者
　
畑
中 

大
子

賛
成
者
　
黒
田 

政
徳

賛
成
者
　
北
郷 

伯
弘

【
内
容
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
甚
大

な
経
済
的
・
社
会
的
影
響

を
も
た
ら
し
て
お
り
、
国

民
生
活
へ
の
不
安
が
続
い

て
い
る
中
で
、
地
方
税
・

地
方
交
付
税
等
の
一
般
財

源
の
激
減
が
避
け
が
た
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
体
は
、福
祉
・

医
療
、
教
育
・
子
育
て
、

防
災
・
減
災
、
地
方
創
生
、

地
域
経
済
活
性
化
、
雇
用

対
策
な
ど
喫
緊
の
財
政
需

要
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、

長
期
化
す
る
感
染
症
対
策

に
も
迫
ら
れ
、
今
後
の
地

方
財
政
は
、
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
広
野
町
議
会
と
し
て
、

国
に
対
し
、
令
和
３
年
度

地
方
財
政
対
策
及
び
地
方

税
制
改
正
に
向
け
、
安
定

的
な
財
政
運
営
に
必
要
な

地
方
税
、
地
方
交
付
税
等

の
一
般
財
源
総
額
を
確

保
・
充
実
す
る
こ
と
な
ど

を
確
実
に
実
現
さ
れ
る
よ

う
、
強
く
要
望
し
ま
す
。

提
出
先

　
衆
議
院
議
長

　
参
議
院
議
長

　
内
閣
総
理
大
臣

　 

内
閣
官
房
長
官

　
な
ど

　
我
々
は
汚
染
や
多
重
被

曝
の
状
況
に
い
ま
す
が
、

国
は
こ
れ
ら
を
海
洋
放
出

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
近
隣
市
町
村
は
海
洋
放

出
に
は
反
対
で
、
保
管
の

継
続
を
望
む
意
見
が
出
て

い
ま
す
が
、
他
方
、
福
島

第
一
原
発
の
立
地
町
で
は

早
い
処
分
を
望
ん
で
い
ま

す
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
汚
染
水

は
国
の
責
任
で
大
型
タ
ン

カ
ー
で
無
人
島
に
運
ん
で

保
管
す
る
な
ど
、
国
に
対

し
て
具
体
的
な
提
案
を
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
。

　
た
だ
、
こ
の
意
見
書
も

海
洋
放
出
に
反
対
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
対
す
る
理

由
が
な
い
の
で
こ
れ
に
賛

成
し
ま
す
。

　
震
災
後
、
双
葉
郡
の
町

村
と
議
会
は
、「
双
葉
は

一
つ
」
と
い
う
こ
と
で
共

に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　
確
か
に
ア
ル
プ
ス
処
理

水
の
処
分
は
大
き
な
問
題

で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
時

点
で
一
番
の
当
事
者
で
あ

る
双
葉
町
、
大
熊
町
が
こ

の
件
に
関
し
て
ま
だ
正
式

な
発
言
を
な
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
広

野
町
議
会
が
今
こ
れ
を
採

択
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早

で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　
議
員
の
中
で
も
し
っ
か

り
協
議
を
し
て
、
今
後
、

議
員
発
議
で
意
見
を
出
す

べ
き
で
あ
り
、
今
回
は
不

採
択
と
す
る
こ
と
が
妥
当

と
考
え
ま
す
。

具
体
的
な
方
針
を
示
す
必
要
が
あ
る 

阿
部 

憲
一

双
葉
郡
で
歩
調
を
合
わ
せ
る
べ
き 

黒
田 

政
徳

討
論

反
対

賛
成
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委
員
か
ら
は
、
検
討
委

員
会
の
提
言
内
容
に
あ
る
、

駅
東
側
の
町
民
と
駅
西
側

の
町
民
と
を
繋
ぐ
新
た
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
い
く
こ
と
に
つ

い
て
、
駅
西
側
の
商
店
街

等
に
関
連
の
展
示
室
や
駐

車
場
を
造
る
な
ど
具
体
的

な
計
画
は
あ
る
か
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
、
空
き
家
対

策
と
し
て
検
討
し
て
き
た

が
、
所
有
者
か
ら
の
共
感

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
現
在
、
計
画
は

な
い
と
の
こ
と
で
、
駅
周

辺
の
交
流
の
場
と
し
て
は
、

駅
舎
を
改
修
し
交
流
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
を
今
後

計
画
し
て
い
き
た
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
ま
た
、
旧
幼
稚
園
に
つ

い
て
は
耐
震
化
等
の
改
修

を
行
い
、
交
流
施
設
と
し

て
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
委
員
か
ら
は
、

広
野
町
は
文
化
の
町
と
い

う
こ
と
か
ら
も
、
芥
川
賞

の
冨
澤
有
爲
男
先
生
や
額

賀
誠
志
先
生
の
作
品
等
を

展
示
し
て
は
ど
う
か
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
、
広
野
駅
構
内

の
跨
線
橋
へ
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
Ｊ
Ｒ
東
日
本

で
行
う
設
計
業
務
の
遅
れ

な
ど
を
踏
ま
え
て
今
後
の

事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て

の
協
議
を
続
け
て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
※

Ａ
Ｉ

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
医
薬
品
開
発

に
係
る
連
携
協
力
に
つ
い

て
も
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
Ａ
Ｉ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
分
野

横
断
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
３
者
協
定
を
締
結
し

て
い
る
大
和
田
測
量
設

計
（
株
）
と
東
京
大
学
学

内
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
ア

リ
ス
マ
ー
（
株
）
と
協
力

し
て
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用

し
て
迅
速
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
え
る
河
川
の

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

を
始
め
、
農
業
、
医
療
の

分
野
ま
で
広
げ
て
い
く
こ

と
を
目
標
と
し
て
進
め
て

い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
医
薬
品
開
発
に
係
る
連

携
協
力
に
つ
い
て
は
、
旧

幼
稚
園
舎
の
一
部
を
活
用

し
て
生
物
学
、
生
理
学
な

ど
の
専
門
的
な
知
識
を

持
っ
た
先
生
方
と
一
緒

に
、
子
ど
も
た
ち
が
実
験

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行

え
る
よ
う
な
拠
点
を
整
備

で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と

で
し
た
。

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束

が
見
え
な
い
中
で
、
繰
り

越
し
た
予
算
の
執
行
等
で

不
安
材
料
を
抱
え
込
ま
な

い
よ
う
に
対
策
を
し
な
が

ら
、
現
状
で
実
施
で
き
る

こ
と
か
ら
精
一
杯
行
う
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。

※
Ａ
Ｉ
　
人
工
知
能

　
各
委
員
か
ら
、
ア
カ
デ

ミ
ー
生
の
中
学
校
卒
業
後

の
進
路
や
、
宿
泊
す
る

サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

柊
の
修
繕
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
機
材
等
に
つ
い
て
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

　
進
路
に
つ
い
て
は
全
国

規
模
の
経
験
を
積
め
る
よ

う
な
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
チ
ー

ム
、
公
立
の
強
豪
校
に
行

く
こ
と
が
多
い
と
予
想
さ

れ
る
こ
と
、
サ
ッ
カ
ー
支

援
セ
ン
タ
ー
柊
の
修
繕
等

に
つ
い
て
は
、
国
の
加
速

化
交
付
金
を
活
用
す
る

が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に

遅
れ
て
い
る
の
で
挽
回
し

て
い
き
た
い
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
震
災
後
に
男

子
寮
を
使
用
し
て
い
た
環

境
省
や
広
域
圏
組
合
に
対

し
て
の
修
繕
等
の
対
応
要

望
や
、
ア
カ
デ
ミ
ー
生
の

通
学
時
の
交
通
安
全
対
策

の
徹
底
な
ど
を
要
望
し
ま

し
た
。

８月19日（水）
総務文教常任委員会
調査件名
●広野駅東側開発について

●JFAアカデミー福島への取り組みについて

●旧広野幼稚園舎の活用について

旧
総務文教

幼
稚
園
舎
の
活
用

芥
川
賞
作
品
の
展
示
を

広
総務文教

野
駅
東
側
開
発

で
き
る
こ
と
か
ら
確
実
に

Ｊ
総務文教

Ｆ
Ａ
ア
カ
デ
ミ
ー
福
島

ア
カ
デ
ミ
ー
生
の
安
全
確
保
を

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

サッカー支援センター柊
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各
委
員
か
ら
は
玄
米
に

対
す
る
全
量
全
袋
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
は
セ
シ

ウ
ム
だ
け
対
象
に
な
っ
て

お
り
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

に
対
し
て
は
認
識
不
足
で

は
な
い
か
、
被
災
12
市
町

村
農
業
者
支
援
事
業
は
専

業
農
家
の
み
が
対
象
な
の

か
、
ほ
場
整
備
事
業
に
係

る
補
完
工
事
の
時
期
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

農
業
を
進
め
る
べ
き
等
の

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
よ
り
全
袋
検
査
は
国

の
基
準
に
基
づ
き
町
で
実

施
し
て
い
る
も
の
で
、
改

め
て
セ
シ
ウ
ム
以
外
の
検

査
を
行
う
考
え
は
な
い
こ

と
、
小
規
模
農
家
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
広
野
町

農
地
維
持
管
理
補
助
金
に

よ
り
水
田
等
作
付
け
し
て

い
る
方
に
10
ａ
当
た
り

２
０
０
０
円
の
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
こ
と
、
ほ

場
整
備
の
補
完
工
事
の
時

期
に
つ
い
て
は
、
秋
以
降

の
補
完
工
事
で
対
応
す
る

と
の
県
か
ら
回
答
が
あ
っ

た
こ
と
、
ス
マ
ー
ト
農
業

に
つ
い
て
は
導
入
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
林
業
に
つ
い
て

各
委
員
か
ら
、
伐
期
を
迎

え
て
い
る
木
材
を
販
売
す

る
た
め
の
計
画
は
あ
る
の

か
、
福
島
森
林
再
生
事
業

の
間
伐
時
、
道
を
作
る
際

に
出
た
木
の
販
売
金
は
所

有
者
へ
渡
る
か
、
森
林
に

枯
れ
木
が
目
立
っ
て
き
て

い
る
が
把
握
し
て
い
る
か

と
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
よ
り
森
林
環
境
譲
与

税
を
活
用
し
調
査
を
実
施

し
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
、
販
売
代
金
は
所
有
者

に
入
る
こ
と
、
枯
れ
木
に

つ
い
て
は
状
況
を
確
認
し

て
い
く
と
の
説
明
で
し
た
。

　（
株
）
東
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
と
田
中
・
五
社
山
特

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

を
参
考
人
と
し
て
出
席
い

た
だ
き
、
土
取
り
工
事
に

係
る
土
質
調
査
が
適
正
に

行
わ
れ
た
か
聞
き
取
り
を

行
い
ま
し
た
。
参
考
人
か

ら
は
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等

に
つ
い
て
箇
所
数
等
は
充

分
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

事
案
は
起
こ
り
得
る
と
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
委
員
か
ら
は
、
今
後

整
備
し
た
場
合
の
概
算
金

額
３
億
６
２
０
０
万
円
の

内
容
や
、
ト
イ
レ
、
休
憩

所
及
び
駐
車
場
で
道
の
駅

と
し
て
認
定
を
受
け
ら
れ

る
の
か
、
二
ツ
沼
直
売
所

の
機
能
拡
充
な
ど
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　
町
か
ら
は
費
用
の
内
容

は
調
整
池
、排
水
工
、駐
車

場
、
植
栽
、
展
望
エ
リ
ア
、

ト
イ
レ
、
休
憩
所
、
水
道

施
設
、
案
内
看
板
、
二
ツ

沼
拡
充
と
こ
れ
に
伴
う
実

施
設
計
費
な
ど
で
、
道
の

駅
の
認
定
に
つ
い
て
は
条

件
は
満
た
し
て
お
り
、
登

録
に
向
け
て
は
国
と
協
議

に
な
る
こ
と
、
二
ツ
沼
直

売
所
を
サ
テ
ラ
イ
ト
機
能

と
し
て
運
営
を
考
え
て
お

り
、
今
後
、
方
向
性
に
つ

い
て
直
売
所
組
合
と
協
議

し
進
め
て
い
く
と
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
は
、
８
月
末

に
地
権
者
へ
の
説
明
と
町

民
の
方
へ
の
説
明
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
続
き
を
踏

ま
え
て
、
道
の
駅
の
展
望

に
つ
い
て
は
、
見
極
め
て

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い

と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

農
産業厚生

林
業
振
興

手
厚
い
補
助
事
業
を

道
産業厚生

の
駅
整
備
に
つ
い
て

規
模
縮
小
後
の
進
め
方
は

委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

８月18日（火）
産業厚生常任委員会
調査件名

●道の駅整備について

●農林業の振興について

道の駅工事現場
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あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁
がその後どうなったのか、どう町政に反映させて
いるのか、対応を追跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、
町長の考え方や町政の執行状況につ
いて説明を求めたり、所信を問いた
だすものです。

●平成31年12月定例会● 一般質問

 渡邉 正俊 議員

　認定こども園の開園に伴い、現在の幼稚園舎を

どのように有効活用されるのか取り壊し等も考え

られているのか伺います。

旧幼稚園舎の今後の利用は

　検討委員会を組織し、新しいコミュニティ

の場とする方針で協議をしてきました。

　年内に教育委員の方々と共に具体的な活用

方法を決定していきます。

活用方法を決定していきます

畑中 大子　P15
●ひろのてらす「イオン」の品ぞろえについて
●道の駅建設の見直しについて
●阿武隈南部風力発電事業について
●小中学校の少人数学級について

門馬　巧　P16
●広野駅前木造交流センターについて
●行政の協定締結について
●サポカー補助金制度について

黒田 政徳　P17
●㈱広野町振興公社について

北郷 伯弘　P18
●幼児教育について

門馬まりえ　P19
●新型コロナウイルス感染症について
●福祉サービスの充実について

阿部 憲一　P20
●汚染水をどう扱うべきか
●道の駅の計画を続けるのか
●ＪＲ運休・遅れへの対処を

小磯 利雄　P21
●インフルエンザ予防接種の無料化について
●道の駅について
●令和元年度決算について

渡邉 正俊　P22
●防災拠点･道の駅ひろのの整備計画について
●国・県への要望活動について

８人の議員が

町政を問う

　文化交流複合施設(仮称)として、整備する

方針が決まりました。今年度に実施設計が行

われ、令和３年度に改修工事を行い、令和４

年度のオープンを目指します。

整備方針が決まりました。

旧幼稚園舎
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①
福
島
県
の
基
準
に
基
づ

き
、
小
学
校
１
・
２
学
年
、

中
学
校
１
学
年
で
は
30
人
、

他
の
学
年
で
は
33
人
を
基

準
と
す
る
学
級
編
制
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
で
は
18
教
室
の

う
ち
計
10
教
室
、
中
学
校

で
は
９
教
室
の
う
ち
計
４

教
室
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

②
学
級
編
制
と
教
職
員
の

指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、

福
島
県
の
基
準
に
よ
り
配

置
さ
れ
ま
す
。

③
小
中
学
校
で
、
情
緒
障

が
い
、
知
的
障
が
い
そ
れ

ぞ
れ
１
ク
ラ
ス
を
編
制
し

て
い
ま
す
。
小
学
校
で
は

各
ク
ラ
ス
と
も
教
師
１
人
、

支
援
員
１
人
を
雇
用
し
、

中
学
校
で
は
各
ク
ラ
ス
と

も
教
師
１
人
が
対
応
し
て

い
ま
す
。

畑
はたなか

中 大
ひ ろ こ

子 議員

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
対
策
と
し
て
、
少
人

数
学
級
は
有
効
だ
と
思
い

ま
す
が
、
学
級
編
成
や
教

室
等
の
施
設
の
現
状
は
、

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

②
少
人
数
学
級
に
す
る
場

合
、
学
級
編
成
と
先
生
の

指
導
体
制
は
、
ど
の
よ
う

に
な
る
と
考
え
ま
す
か
。

③
特
別
な
支
援
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
か
。

畑
中 少

人
数
学
級

教
室
の
状
況
は

教
育
長
／
県
の
基
準
に
基
づ
く
編
成

生鮮食品の充実を
町長／引き続き要請していく

飲料水への影響は
町長／影響は及ぼさない

　ひろのてらすの品ぞろえの中に生
鮮食品が少ないとの感想が多くあり

ますが、このことを町長はどのように思います
か。調理施設を設置して生鮮食品や惣菜を置け
るようにすべきではありませんか。

①広野町には３基が計画されていま
すが、山の上で工事をすることで影

響はありませんか。資材の運搬などのために盛
土が必要になると思いますが、土砂崩れの危険
はありませんか。
②また、浅見川の水源地からの距離はどの位あ
りますか。広野の飲料水に影響はありませんか。

　店舗内に新たに調理スペースを設け
るのは困難です。いわき市内の大型店

舗と町内の店舗とのネットワークを活かし、陳列
スペースや商品の種類、数量等を充実に向けて引
き続き要請し、対応していきます。

ひろのてらす

風力発電

畑中

畑中

町長

畑
中

①
道
の
駅
建
設
の
見
直
し

に
つ
い
て
８
月
30
日
の
住

民
説
明
会
で
は
ど
の
よ
う

な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
か
。

②
買
い
物
が
ほ
と
ん
ど
で

き
な
い
の
で
は
立
ち
寄
る

理
由
が
な
く
、
維
持
運
営

に
も
費
用
が
か
か
り
、
防

災
拠
点
を
置
か
な
い
こ
と

を
決
め
た
時
点
で
こ
の
施

設
は
無
意
味
だ
と
私
は
考

え
ま
す
。
方
針
を
大
幅
に

変
え
る
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

①
計
画
通
り
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
こ

と
に
対
し
、
残
念
で
あ
る

旨
の
意
見
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
他
、
ヘ
リ
ポ

ー
ト
の
設
置
を
希
望
す
る

意
見
や
二
ツ
沼
直
売
所
の

機
能
を
充
実
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
い
っ
た
意
見
も

出
さ
れ
ま
し
た
。

②
道
の
駅
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
様
々
な
ご
意
見
を

集
約
し
、
有
事
の
際
の
防

災
機
能
を
備
え
る
防
災
エ

リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

道
の
駅
整
備

大
幅
に
方
針
転
換
を

町
長
／
意
見
を
集
約
し
て
検
討

町
長

①調査を事前に行い、安全工事の実施
に向け計画に基づいて実施しており、

影響はありません。風車は複数の部材に分解して
運び、最小限の盛り土工事を計画しています。土
砂崩れが発生しないよう徹底した安全対策を講じ
る計画となっています。
②大船水源地から最も近い風車までの距離は約６
㎞あり、沈砂池等による濁水対策を講じ飲料水を
取水する河川へ影響は及ぼさない計画です。

町長

教
育
長
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問町長
　就任以来50件の協定締結をしております。
　要した費用は、主に協定相手側へ訪問する際
の旅費等で55万円です。協定締結後、建物改修
改装並びに備品等の具備しているものはありま
せん。

門
もん

馬
ま

 巧
たくみ

 議員件数と要した費用は
町長／就任以来50件締結

門
馬

　
※

サ
ポ
カ
ー
補
助
金
制

度
は
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
で
、
余
り
よ
く
周
知
浸

透
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
行
政
で
制
度
を
精
査
し

内
容
を
町
民
に
周
知
し
、

あ
わ
せ
て
町
独
自
の
補
助

制
度
を
加
設
し
制
度
利
用

を
促
し
町
民
が
事
故
の
な

い
安
穏
な
生
活
が
送
れ
る

よ
う
サ
ポ
ー
ト
で
き
な
い

か
伺
い
ま
す
。

※
サ
ポ
カ
ー

　
安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車

町
長

　
サ
ポ
カ
ー
補
助
金
は
、

政
府
に
よ
る
65
歳
以
上
の

ド
ラ
イ
バ
ー
交
通
事
故
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

予
防
安
全
装
置
を
備
え
た

安
全
運
転
サ
ポ
ー
ト
車
の

導
入
や
装
置
の
設
置
に
要

す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

す
る
も
の
で
、
他
の
補
助

金
と
重
複
申
請
で
き
な
い

制
度
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
は
本
制
度
の
周
知
浸

透
を
図
る
た
め
、
チ
ラ
シ

等
を
作
成
し
て
制
度
利
用

促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

サ
ポ
カ
ー
補
助
金

住
民
へ
の
周
知
を

町
長
／
利
用
促
進
に
取
り
組
む

①
広
野
駅
前
木
造
交
流
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
あ

ま
り
利
活
用
さ
れ
て
い
な

い
の
が
実
態
で
す
が
、
こ

の
建
物
の
目
的
、
利
用
実

績
、
維
持
管
理
費
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
所
期
目
的
は
達
成
さ
れ

ま
し
た
か
。
今
後
の
利
活

用
の
見
通
し
は
あ
り
ま
す

か
。 門

馬

　
利
活
用
実
績
人
数
は
、

平
成
28
年
か
ら
29
年
に
か

け
て
、
学
生
団
体
と
未
来

学
園
の
高
校
生
が
参
加
し
、

交
流
の
場
と
し
て
延
べ
約

２
５
０
人
が
活
用
し
、
家

具
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
約
１
０
０
人
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

高
校
生
や
地
元
の
方
を
含

め
て
約
２
０
０
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
か
ら
30
年
は
、

町
内
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ

や
盆
踊
り
団
体
約
50
人
に
、

活
動
拠
点
と
し
て
貸
し
出

し
ま
し
た
。

②
所
期
の
目
的
は
達
成
し

た
と
考
え
て
お
り
、
仮
設

建
築
物
の
使
用
期
間
が
平

成
30
年
３
月
末
で
終
了
し

た
こ
と
で
、
継
続
利
用
す

る
に
は
耐
震
工
事
な
ど
の

費
用
も
か
か
る
こ
と
か
ら

撤
去
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
す
。

①
広
野
駅
前
木
造
交
流
セ

ン
タ
ー
は
、
町
民
有
志
、

大
学
生
、
役
場
職
員
か
ら

発
案
さ
れ
、
県
産
木
材
の

風
評
被
害
払
拭
や
住
民
帰

還
の
促
進
な
ど
を
目
的
と

し
て
平
成
28
年
３
月
に
建

築
さ
れ
ま
し
た
。

町
長

木
造
建
物

駅
前
交
流
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

町
長
／
継
続
利
用
断
念
し
撤
去

門馬
　町長は就任以来数多くの協定締結を結んでいま
すが、何件締結しましたか。また、協定締結に要
した費用額、協定締結後の建物改修改装並びに備
品等の具備費用額はいくらですか。

協定締結

木造交流センター

17 16

一

般
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問

黒
田

①
町
と
広
野
町
振
興
公
社

は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け

に
な
っ
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

②
バ
ナ
ナ
事
業
の
収
支
を

含
め
た
現
状
に
つ
い
て
伺

い
ま
す

③
震
災
後
の
決
算
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

④
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

振
興
公
社

町
と
の
関
係
性
は

町
長
／
協
同
で
事
業
を
実
施

①
現
在
、
町
は
一
人
株
主

と
し
て
副
町
長
を
取
締
役

に
併
任
し
、
８
人
の
取
締

役
と
２
人
の
監
査
役
の
も

と
、
取
締
役
会
を
通
し
て

適
切
な
経
営
に
あ
た
る
べ

く
相
互
に
情
報
を
共
有
し
、

各
種
事
業
を
協
働
で
行
っ

て
い
ま
す
。

②
広
野
産
バ
ナ
ナ
は
、
定

植
後
、
順
調
に
成
長
し
令

和
元
年
８
月
に
初
収
穫
を

迎
え
ま
し
た
。

　
反
響
は
と
て
も
良
く
、

購
入
希
望
者
や
ハ
ウ
ス
の

見
学
者
が
数
多
く
来
訪
し

て
頂
き
ま
し
た
。

町
長

黒
くろ

田
だ

 政
まさのり

徳 議員

　
バ
ナ
ナ
事
業
の
収
支
に

つ
い
て
、
収
支
合
計
は
約

１
２
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
収
支
計
画
に
基
づ

き
３
年
計
画
の
４
年
目
で

黒
字
化
を
目
指
し
、
支
出

の
軽
減
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

③
平
成
23
年
度
は
震
災
の

影
響
か
ら
約
１
７
０
０
万

円
の
赤
字
、
翌
年
以
降
は
、

復
興
の
拠
点
と
し
て
作
業

従
事
者
が
施
設
等
を
利
用

し
た
費
用
及
び
東
京
電
力

か
ら
の
損
害
賠
償
に
よ
り
、

平
成
24
年
度
は
、
約
１
３

２
０
万
円
、
平
成
25
年
度

は
約
９
３
０
万
円
、
平
成

26
年
度
は
約
１
０
５
０
万

円
、
平
成
27
年
度
は
約
３

８
０
万
円
、
平
成
28
年
度

は
２
０
３
０
万
円
、
平
成

29
年
度
は
約
９
１
０
万
円
、

平
成
30
年
度
は
約
７
７
０

万
円
、
令
和
元
年
度
は
約

６
４
０
万
円
の
黒
字
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
決
算
内
容
に
つ
い
て
は
、

毎
年
、
会
計
帳
簿
並
び
に

関
係
書
類
等
を
２
人
の
監

査
役
が
調
査
し
、
取
締
役

会
に
適
正
に
報
告
さ
れ
て

お
り
、
取
締
役
会
で
承
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

④
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
芝

生
広
場
、
児
童
遊
具
施
設
、

合
宿
施
設
等
、
積
極
的
な

誘
客
を
図
る
た
め
、
新
た

な
取
り
組
み
と
な
る
国
産

バ
ナ
ナ
栽
培
事
業
を
軌
道

に
乗
せ
、
隣
接
す
る
Ｊ
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ
と
連
携
し
、
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡

大
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
東
京
大
学
内
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
で
あ
る
ア
リ
ス
マ

ー
（
株
）
と
町
内
の
大
和

田
測
量
設
計
（
株
）
と
の

連
携
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

二
ツ
沼
総
合
公
園
の
資
源

を
活
用
し
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
３
Ｄ
画
像
と
Ａ
Ｉ
を

使
っ
た
新
し
い
ス
マ
ー
ト

農
業
の
実
証
に
取
り
組
み
、

農
家
の
経
営
安
定
化
に
も

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

栽培されているバナナ
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北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

町長
　幼児教育は、小学校以降における生きる力の
基礎や生涯にわたる人間形成の基礎を培う上で
重要な役割を担っています。
　「心」を育てる情操教育については、最も大
切なことは言葉であり、脳科学的に見ても読書
を通じて語彙を蓄えることは大変重要であると
されていることから、絵本と映像により幼児の
徳性、知性、感性を育む「言葉の教育」事業に
ついて、全教職員が研修に取り組み本年度から
事業に着手しました。
　言葉は、知的活動の基盤であり、コミュニケ
ーションの基盤でもあり、「言葉の教育」事業
をこども園での教育にとどまることなく、こど
も園と小学校教育のつながりを意識した接続期
の教育課程と捉え、小学校入学後の継続した事
業展開に取り組んでいきます。

町の考え方は
町長／言葉の教育が最重要

北郷
　幼児期は、基本的な生活習慣や意欲、態度
など一生に渡る人間形成の基礎を培うとても
重要な時期です。
　子どもというのは遊びや日常生活で毎日、
様々な体験をしており、その体験を通して知
的かつ情緒的に発達していきます。
　また、人間として一生をより良く豊かに生
きていくための基礎を身につけます。
　開園から２年目となる広野こども園での幼
児教育の展望について、第二次広野町教育ビ
ジョンの中の「園、小、中が連携したつなぐ
教育の推進」と合わせ、町としての考えを伺
います。

幼児教育

広野町こども園

楽しそうな子どもたち
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般
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問

門
馬

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
も
た
ら
す

影
響
が
長
引
く
中
で
、
町

内
中
小
企
業
者
等
の
経
営

基
盤
の
安
定
化
を
支
援
す

る
上
で
の
町
と
し
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
防
止
に
向
け

た
町
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

門
馬

①
広
野
町
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
的

に
、
町
、
医
療
法
人
社
団

養
高
会
、
馬
場
医
院
、
広

野
町
社
会
福
祉
協
議
会
の

４
機
関
に
よ
る
協
定
を
締

結
し
た
と
思
い
ま
す
が
、

今
年
度
か
ら
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
体
制
を
整
え
た

の
か
伺
い
ま
す
。

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
広
桜
荘
に
お
け
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

③
全
国
的
に
室
内
で
の
熱

中
症
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
多
い
当
町
に
お

い
て
、
熱
中
症
対
策
の
取

り
組
み
を
伺
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
対
策

福
祉
サ
ー
ビ
ス

企
業
の
支
援
の
今
後
は

町
長
／
更
な
る
支
援
拡
充
を
検
討

協
定
締
結
の
成
果
は

町
長
／
個
人
別
の
回
復
訓
練
を
実
施

町
長

①
「
広
野
町
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
中
小
企
業

者
等
支
援
事
業
補
助
金
交

付
要
綱
」
を
策
定
し
支
援

事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
７
月
か
ら
は
、
補
助
対

象
業
種
に
つ
い
て
、
当
初

の
飲
食
業
及
び
宿
泊
業
か

ら
そ
の
他
の
業
種
の
実
態

を
踏
ま
え
、
全
業
種
に
拡

大
し
対
象
期
間
を
当
初
の

２
月
に
遡
及
し
て
、
中
小

企
業
者
等
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。

　
国
・
県
の
中
小
企
業
者

等
に
対
す
る
支
援
策
を
注

視
し
な
が
ら
、
地
域
経
済

の
動
向
を
確
認
し
中
小
企

業
者
等
に
対
す
る
更
な
る

支
援
の
拡
充
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

②
町
は
「
新
し
い
生
活
様

式
」
の
定
着
等
を
図
る
た

め
、
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、

防
災
行
政
無
線
に
よ
る

「
３
密
」
の
回
避
や
マ
ス

ク
の
着
用
な
ど
の
継
続
的

な
呼
び
か
け
、
イ
ベ
ン
ト

等
の
見
直
し
、
町
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
５
月
と
９
月
に

お
届
け
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
感
染
拡
大
防
止
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
国
・
県
と

連
携
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

町
長

①
社
会
福
祉
協
議
会
の
体

制
を
新
た
に
構
築
し
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で

は
利
用
者
の
個
別
機
能

訓
練
計
画
書
を
作
成
し
、

個
々
の
身
体
状
況
に
即
し

た
き
め
細
か
い
機
能
回
復

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
を
目
指
し
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
お
い
て
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
通
所

事
業
及
び
社
会
福
祉
協
議

会
訪
問
介
護
事
業
の
利
用

者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
当

面
す
る
課
題
を
捉
え
、
震

災
か
ら
10
年
を
経
過
し
よ

う
と
す
る
中
、
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
べ

く
体
制
を
展
望
し
て
い
き

ま
す
。

②
職
員
に
は
自
宅
及
び
出

勤
時
の
検
温
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
、
執
務
室
の
机

に
ビ
ニ
ー
ル
製
の
衝
立
を

設
置
す
る
な
ど
の
感
染
拡

大
防
止
対
策
と
、
利
用
者

に
対
し
、
検
温
と
体
調
確

認
を
行
い
、
入
浴
や
食
事

の
時
間
以
外
は
マ
ス
ク
着

用
を
徹
底
し
、
食
事
の
際

も
利
用
者
が
使
用
す
る
テ

ー
ブ
ル
に
ビ
ニ
ー
ル
製
の

衝
立
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

③
防
災
行
政
無
線
を
利
用

し
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
、

毎
日
午
前
10
時
に
コ
ロ
ナ

対
策
も
含
め
た
熱
中
症
予

防
の
お
知
ら
せ
、
広
報
ひ

ろ
の
へ
の
熱
中
症
予
防
行

動
の
掲
載
、
８
月
21
日
の

行
政
区
回
覧
に
お
け
る
熱

中
症
予
防
チ
ラ
シ
の
全
戸

配
布
、
社
会
福
祉
協
議
会

生
活
支
援
相
談
員
に
よ
る

訪
問
の
際
に
熱
中
症
予
防

チ
ラ
シ
の
配
布
と
呼
び
か

け
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
等
が
利
用
す
る
緊
急
通

報
装
置
を
活
用
し
熱
中
症

予
防
の
呼
び
か
け
を
実
施

し
ま
し
た
。

門
もん

馬
ま

 まりえ 議員
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部 憲
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一 議員

阿
部

　
常
磐
線
が
強
風
の
た
め

に
運
休
し
た
り
大
幅
に
遅

れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
運
行
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
確
認
す
る
か
、
Ｊ
Ｒ

に
問
い
合
わ
せ
る
し
か
な

く
、
利
用
者
の
多
く
は
広

野
駅
に
着
い
て
知
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
学
生
が
駅

前
に
溢
れ
返
り
、
通
院
の

方
や
高
齢
者
ま
で
何
時
間

も
待
つ
状
況
で
す
。

　
町
が
随
時
運
行
を
確
認

し
て
、
防
災
無
線
で
ア
ナ

ウ
ン
ス
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

阿
部

①
最
初
の
ボ
ー
リ
ン
グ
５

ヵ
所
の
内
、
南
北
に
２
ヵ

所
で
30
ｍ
前
後
土
を
採
取

す
る
と
、
中
に
極
め
て
硬

質
な
岩
盤
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
２
ヵ
所
が
同
様
な

ら
ば
岩
盤
が
面
的
に
広
が

っ
て
い
る
可
能
性
を
疑
う

の
が
自
然
で
す
。
当
町
に

は
南
北
に
双
葉
断
層
が
走

っ
て
お
り
、
弾
性
波
検
査

も
結
果
が
確
実
と
は
言
え

ず
、
岩
盤
の
出
現
は
と
て

も
想
定
外
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
土
取
り
の
工
事
を
進

め
ず
、
ボ
ー
リ
ン
グ
を
追

加
す
る
べ
き
だ
っ
た
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
今
回
の
整
備
計
画
の
変

更
で
は
事
業
収
益
は
な
く

な
り
、
維
持
費
だ
け
が
発

生
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
休
憩
施
設
内

の
情
報
ス
ペ
ー
ス
を
二
ツ

沼
総
合
公
園
の
直
売
所
へ

の
サ
テ
ラ
イ
ト
と
す
る
案

で
す
が
、
特
売
所
の
売
り

阿
部

　
福
島
第
一
原
発
の
汚
染

水
を
海
に
放
出
す
れ
ば
霧

や
雨
に
な
り
、
皮
膚
吸
収

も
し
ま
す
。

　
ト
リ
チ
ウ
ム
は
体
内
に

入
る
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
や

塩
基
同
士
を
繋
ぐ
水
素
と

入
れ
替
わ
っ
て
遺
伝
情
報

を
書
き
換
え
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

バ
ラ
バ
ラ
に
し
ま
す
。

　
セ
ラ
フ
ィ
ー
ル
ド
原
子

炉
火
災
（
英
）
で
は
沿
岸

地
域
の
子
供
の
白
血
病
の

発
症
率
が
10
倍
ほ
ど
に
増

加
し
て
い
ま
す
。

　
処
分
す
る
汚
染
水
は
貯

水
タ
ン
ク
の
分
だ
け
で
は

な
く
、
地
下
水
が
燃
料
デ

ブ
リ
等
と
接
触
す
る
限
り

増
え
続
け
ま
す
。

　
県
内
の
市
町
村
議
会
は

汚
染
水
の
継
続
保
管
を
求

め
て
い
ま
す
が
、
原
発
立

地
町
で
は
県
外
処
分
を
求

め
て
い
ま
す
。

　
国
は
汚
染
水
を
具
体
的

上
げ
が
ど
れ
ほ
ど
期
待
で

き
ま
す
か
。

③
当
初
の
「
防
災
目
的
」

と
は
ど
う
い
う
災
害
を
想

定
し
て
、
道
の
駅
が
ど
う

必
要
と
い
う
こ
と
だ
っ
た

の
で
す
か
。

に
ど
の
よ
う
に
処
理
す
る

べ
き
と
考
え
ま
す
か
。

道
の
駅
整
備

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

ト
リ
チ
ウ
ム
水

道
の
駅
の
必
要
性
は

町
長
／
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定

運
行
情
報
の
周
知
は

町
長
／
情
報
提
供
を
要
望
す
る

海
洋
放
出
へ
の
考
え
は

町
長
／
国
が
責
任
も
っ
て
判
断
す
べ
き

町
長

　
町
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に

情
報
を
得
る
こ
と
は
困
難

な
状
況
で
あ
り
、
生
き
た

情
報
、
正
確
な
情
報
を
町

民
に
届
け
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
常
磐
線
沿

線
自
治
体
に
向
け
運
行
状

況
、
ダ
イ
ヤ
の
調
整
等
の

情
報
が
通
知
さ
れ
る
こ
と

に
な
れ
ば
、
防
災
無
線
で

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
有
事
の
際
に
お
い
て
、

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
必
要
な
情
報
の
提
供

を
Ｊ
Ｒ
に
要
望
し
て
い
き

ま
す
。

町
長

①
土
質
調
査
は
定
義
に
従

い
適
切
に
実
施
し
ま
し
た
。

複
数
の
調
査
か
ら
総
合
的

に
地
層
は
軟
岩
で
あ
る
と

の
判
断
に
至
り
ま
し
た
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
リ
ア

を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生

ま
れ
来
場
者
の
参
加
が
見

込
ま
れ
売
上
の
増
加
に
繋

が
り
ま
す
。

③
地
震
、
津
波
、
原
子
力

災
害
か
ら
な
る
大
規
模
か

つ
広
域
的
な
複
合
災
害
や
、

自
然
災
害
等
の
対
応
を
捉

え
て
い
ま
す
。
い
か
な
る

災
害
に
も
対
応
で
き
る
地

域
防
災
の
拠
点
と
し
て
整

備
す
る
も
の
で
す
。

町
長

　
原
発
事
故
に
よ
っ
て
発

生
し
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
判
断

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
関
係
機
関
の
意
見
の
聴

取
に
当
た
り
、
風
評
被
害

が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
、
全
国
に
お
い
て
国
民

的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
得
る

べ
き
で
あ
り
、
風
評
被
害

の
補
償
及
び
賠
償
を
整
え

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
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小
こ い そ

磯 利
と し お

雄 議員

小
磯

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
す
る
と
、
全

身
症
状
が
強
く
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併

し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が

多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
特
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
収
束
し
て
い
な

い
中
、
同
時
流
行
に
備
え

た
希
望
す
る
町
民
全
員
に

予
防
接
種
を
無
料
で
行
う

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

小
磯

①
こ
れ
ま
で
５
億
８
５
０

０
万
円
投
入
、
さ
ら
に
レ

ス
ト
ラ
ン
・
直
売
所
・
へ

リ
ポ
ー
ト
等
防
災
拠
点
施

設
を
中
止
、
新
た
に
ト
イ

レ
等
の
み
の
無
人
施
設
に

３
億
６
２
０
０
万
円
投
入

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な

経
過
・
結
果
に
至
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

②
工
事
工
程
管
理
に
瑕
疵

が
あ
っ
た
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

③
こ
れ
ま
で
５
億
８
５
０

０
万
円
の
税
金
投
入
さ
れ

ま
し
た
、
税
金
の
使
い
道

は
適
正
で
す
か
、
責
任
の

所
在
は
誰
に
あ
り
ま
す
か
。

④
「
道
の
駅
整
備
計
画
」

を
中
止
し
て
は
い
か
が
で

す
か
。

小
磯

①
実
質
収
支
比
率
は
３
～

５
％
が
適
正
範
囲
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
、
元
年
度
の

実
績
と
、
ど
の
よ
う
な
対

応
さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

②
経
常
的
な
支
出
の
割
合

が
大
き
く
な
る
と
、
突
発

的
な
出
費
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
弾
力
的
な
対
応

す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
で
元
年
度
の
実
績
と
要

因
を
伺
い
ま
す
。

③
公
債
費
負
担
比
率
の
元

年
度
実
績
は
い
く
ら
で
す

か
。
地
方
債
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、

同
じ
く
将
来
負
担
比
率
は

平
成
26
年
度
か
ら
０
％
が

続
い
て
い
ま
す
が
元
年
度

実
績
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

④
人
件
費
に
つ
い
て
、
職

員
数
、
総
額
と
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
を
伺
い
ま
す
。

予
防
接
種

道
の
駅
整
備

元
年
度
決
算

全
町
民
に
無
料
で
実
施
を

町
長
／
子
ど
も
と
高
齢
者
は
無
料
に

中
止
し
て
は
ど
う
か

町
長
／
意
見
集
約
し
て
検
討
し
て
い
く

町
の
財
政
状
況
は

町
長
／
財
源
に
十
分
余
裕
が
あ
る

町
長

　
定
期
接
種
と
な
っ
て
い

る
高
齢
者
等
に
対
す
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

約
５
千
円
の
接
種
費
用
は
、

こ
れ
ま
で
千
円
の
個
人
負

担
で
あ
っ
た
も
の
を
含
め

全
額
公
費
負
担
と
し
、
併

せ
て
、
乳
幼
児
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
生
徒
に
対

す
る
接
種
費
用
の
全
額
を

助
成
し
て
い
き
ま
す
。
今

年
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
講
じ
、

高
齢
者
等
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
定

期
接
種
時
期
を
早
め
、
10

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

町
長

①
硬
質
な
岩
盤
の
出
現
に

よ
り
、
整
備
計
画
を
見
直

し
す
る
こ
と
に
至
り
ま
し

た
。

②
土
質
調
査
は
定
義
に
従

い
適
切
に
実
施
し
ま
し
た
。

工
事
の
工
程
管
理
に
瑕
疵

は
あ
り
ま
せ
ん
。

③
震
災
時
の
津
波
と
原
発

事
故
に
よ
る
複
合
災
害
を

受
け
た
こ
と
に
よ
り
整
備

を
計
画
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
、
健
全
財
政

の
範
囲
の
中
で
事
業
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
、
事

業
費
の
使
い
道
は
適
正
と

捉
え
て
い
ま
す
。

　
責
任
の
所
在
に
つ
い
て

は
、
町
長
が
責
任
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
様
々
な
方
の
ご
意
見
を

集
約
し
、
有
事
の
際
の

防
災
機
能
を
備
え
る
防
災

エ
リ
ア
の
整
備
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

町
長

①
実
質
収
支
比
率
の
実
績

は
15
・
２
％
で
す
。
支
出

に
お
け
る
不
用
額
が
生
じ

な
い
よ
う
予
算
の
執
行
率

の
向
上
に
向
け
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

②
経
常
収
支
比
率
は
適
正

範
囲
実
績
70
％
か
ら
80
％

を
目
標
と
し
実
績
は
82
・

８
％
で
す
。
超
過
し
た
要

因
は
、
経
常
的
経
費
が
昨

年
度
よ
り
増
加
し
て
い
る

こ
と
が
要
因
で
す
。

③
公
債
費
負
担
比
率
の
実

績
は
５
・
０
％
で
す
。
将

来
負
担
比
率
に
つ
い
て
は
、

町
の
財
源
に
十
分
余
裕
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
将
来
負

担
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な

る
た
め
、
該
当
無
し
と
な

り
ま
す
。

④
職
員
プ
ロ
パ
ー
82
人
、

再
任
用
職
員
１
人
、
任
期

付
職
員
５
人
、
人
件
費
６

０
５
，
７
５
２
千
円
、
ラ

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
99
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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渡
わたなべ

邉 正
まさとし

俊 議員

渡
邉

①
防
災
拠
点
・
道
の
駅
ひ

ろ
の
整
備
事
業
の
目
的
と

必
要
性
並
び
に
町
の
振
興

計
画
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

②
整
備
計
画
の
見
直
し
を
、

整
備
検
討
委
員
会
及
び
地

権
者
と
町
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
説
明
を
行
い
ま
し
た

が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

③
規
模
が
縮
小
し
、
道
の

駅
整
備
に
、
今
後
、
数
億

円
を
超
え
る
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
費
用
を
充
当
す

る
こ
と
に
対
し
、
町
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

道
の
駅
整
備

振
興
計
画
と
の
関
連
性
は

町
長
／
防
災
拠
点
整
備
を
位
置
づ
け

町
長

①
第
五
次
広
野
町
町
勢
振

興
計
画
に
お
い
て
は
、
地

域
で
共
に
助
け
合
う
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
の
た
め
の
施
策
と
し
て

地
域
防
災
拠
点
の
整
備
を

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

②
残
念
で
あ
る
旨
の
意
見

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
防

災
機
能
を
持
つ
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
期
待
を
抱
い

て
い
た
方
が
多
く
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
の
設
置
が
で
き
な

い
こ
と
に
つ
い
て
も
落
胆

の
声
が
あ
り
、
設
置
を
希

望
す
る
意
見
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。
物
産
交
流
館
が

設
置
で
き
な
け
れ
ば
道
の

駅
と
し
て
の
機
能
と
な
り

得
る
か
と
い
っ
た
意
見
や

二
ツ
沼
直
売
所
の
機
能
を

充
実
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
っ
た
意
見
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

③
今
後
発
生
す
る
費
用
は
、

大
部
分
が
土
砂
の
流
出
を

防
止
す
る
費
用
、
洪
水
対

策
に
お
け
る
排
水
施
設
整

備
に
要
す
る
費
用
と
な
っ

て
お
り
防
災
上
必
要
な
経

費
で
す
。
将
来
の
維
持
管

理
費
を
縮
減
す
る
計
画
と

し
て
お
り
、
適
正
な
費
用

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

渡
邉

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
目
を
迎
え
、
第
一
期
復

興
・
創
生
期
間
の
最
終
年

度
と
し
て
、
切
れ
目
な
く

安
心
感
を
も
っ
て
復
興
を

進
め
、
町
民
の
生
活
を
守

る
観
点
か
ら
、
第
二
期
復

興
・
創
生
期
間
に
向
け
、

国
・
県
に
対
し
要
望
活
動

を
行
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
震
災
か
ら
10
年
を

総
括
し
た
今
年
度
の
要
望

活
動
の
成
果
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。 国

県
要
望

復
興
創
生
へ
の
取
り
組
み
は

町
長
／
財
源
確
保
に
向
け
全
力
で

町
長

　
生
活
再
建
に
つ
い
て
は
、

旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域

で
あ
る
南
相
馬
市
、
田
村

市
、
川
内
村
と
４
市
町
村

の
合
同
要
望
を
、
本
年
、

広
野
町
が
幹
事
と
な
り
取

り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
懸
念
が
あ
る
状

況
下
、
復
興
道
半
ば
と
の

意
見
を
集
約
し
、
復
興
庁

並
び
に
原
子
力
災
害
現
地

対
策
本
部
に
対
し
て
、
医

療
費
の
一
部
負
担
の
免
除
、

高
速
道
路
無
料
措
置
の
継

続
支
援
や
プ
レ
ミ
ア
ム
付

き
商
品
券
の
緊
急
復
興
経

済
対
策
に
対
す
る
経
済
支

援
な
ど
、
７
項
目
に
わ
た

っ
て
重
ね
て
強
く
要
望
し

ま
し
た
。

　
医
療
、
福
祉
、
介
護
の

各
事
業
に
つ
い
て
は
、
原

子
力
災
害
に
よ
る
経
営
支

援
が
打
ち
切
ら
れ
る
中
、

自
主
自
立
を
見
据
え
た
安

定
経
営
と
人
員
の
確
保
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
将
来
を
担
う
子
供

た
ち
の
教
育
支
援
に
つ
い

て
は
、
通
学
路
の
安
心
・

安
全
、
学
力
の
向
上
、
心

の
ケ
ア
に
取
り
組
む
職
員

加
配
等
の
継
続
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
課
題
解
決
に

向
け
た
、
国
・
県
か
ら
の

支
援
を
し
っ
か
り
取
り
付

け
、
住
民
の
安
心
・
安
全
、

生
命
・
財
産
を
守
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
町
は
、
帰
還
者
の
生
活

再
建
、
地
域
経
済
の
再
興

な
ど
様
々
な
課
題
が
残
さ

れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
の

復
興
・
再
生
は
道
半
ば
で

す
。
町
民
の
願
う
真
の
復

興
が
成
し
遂
げ
ら
れ
る
ま

で
、
第
二
期
復
興
・
創
生

期
間
に
お
い
て
も
、
復
興

推
進
体
制
の
継
続
と
新
し

い
時
代
の
町
づ
く
り
に
向

け
、
中
長
期
に
わ
た
っ
て

財
源
を
確
保
す
る
よ
う

国
・
県
に
繰
り
返
し
要
望

し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
決
意
で
す
。

道の駅工事現場
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情
報
通
信
機
器
の
基

礎
的
な
操
作
の
教
育
と
、

災
害
や
感
染
症
な
ど
有

事
の
際
に
も
均
等
な
学

び
を
保
証
す
る
環
境
整

備
の
た
め
、
小
学
校
に

設
置
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
購
入
す
る
議
案

を
可
決
し
ま
し
た
。

取
得
物
件

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

（
１
７
０
台
）

取
得
金
額

１
０
４
０
万
６
千
円

購
入
先

株
式
会
社
　
福
島
県
中

央
計
算
セ
ン
タ
ー

　
造
成
を
計
画
し
て
い
る
東
町
産
業
団
地
の

隣
接
地
を
震
災
、
原
子
力
事
故
に
伴
い
、
い

わ
き
市
に
避
難
し
て
い
る
（
有
）
ラ
イ
ジ
ン

グ
に
事
務
所
等
の
建
設
用
地
と
し
て
、
売
却

す
る
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

土
地
の
所
在

①
広
野
町
大
字

　
下
北
迫
字
東
町

　
１
１
３
番
地
７

②
広
野
町
大
字

　
下
北
迫
字
東
町

　
１
７
０
番
地
３

地
目

①
原
野

②
山
林

処
分
総
面
積

９
９
６
７
・
０
０
㎡

売
買
価
格

１
４
９
５
万
５
百
円

第
３
回
・
第
４
回

臨
時
会

補 正 額 補正後の予算額

一般会計補正予算(第５号) 1551万円 57億9440万円

一般会計補正予算(第６号) 0円 57億9440万円

土地開発事業特別会計
補正予算(第２号)

4293万円 1億6389万円

主な内容　●新型コロナウイルス対策中小企業者支援事業 1551万円

　　　　　●土地開発事業特別会計及び財政調整基金繰入金 ±0円

　　　　　●東町地区産業団地売払収入　　　　　 1495万円

　
７
月
８
日
に
第
３
回
臨
時
会
を
、
８
月
３
日
に
第
４
回
臨
時
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
第
３
回
臨
時
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
中
小
企
業
者
支
援
事
業
の
対

象
業
種
追
加
に
伴
う
一
般
会
計
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
第
４
回
臨
時
会
で
は
、
小
学
校
に
設
置
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
機
器
の
取
得
を
始

め
、
２
件
の
議
案
と
２
件
の
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
購
入

産
業
団
地
の
土
地
を
売
却

 

 次回の定例会は12月です

　議場傍聴席入口にある受付簿に住所・氏名

をご記入いただくだけで傍聴できます。

　また、定例会一般質問等の録画映像ををイ

ンターネットでも配信しています。広野町

ホームページまたは、右のＱＲコードからア

クセスできますので、ぜひご視聴ください。

広野町ホームページ

https://www.town.hirono.fukushima.jp/
議会映像ホームページ

http://hirono.k-quick.net/

議会の様子を見てみませんか？
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審

議

結

果

議案等の審議結果会議等出欠状況
〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和２年７月　第３回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田
　
政
徳

議案第53号
令和２年度広野町一般会計補正予算
（第５号）

7/8 10 9 8 1 原案
可決 × 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年８月　第４回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 
数

賛
　   
　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 

浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田
　
政
徳

議案第54号 財産の取得について 8/3 10 9 9 0
原案
可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第55号 町有地の処分について 8/3 10 9 9 0
原案
可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第56号 令和２年度広野町一般会計補正予算（第６号） 8/3 10 9 9 0
原案
可決 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第57号
令和２年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第２号）

8/3 10 9 9 0
原案
可決 ○ 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年９月　第４回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛
　   

　
成

反
　   

　
対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
阿
部 

憲
一

北
郷 

伯
弘

遠
藤
　 

浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　 

巧

渡
邉 

正
俊

黒
田
　
政
徳

議案第58号 広野町後期高齢者医療に関する条例の一部
を改正する条例 9/16 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第59号 広野町介護保険条例の一部を改正する条例 9/16 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第60号 広野町医療環境向上基金条例を廃止する条例 9/16 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第61号 財産の無償貸付けについて 9/16 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第62号 令和元年度広野町一般会計歳入歳出決算認
定について 9/16 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第63号 令和元年度広野町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について 9/17 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第64号 令和元年度広野町土地開発事業特別会計歳
入歳出決算認定について 9/17 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第65号 令和元年度広野町公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について 9/17 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第66号 令和元年度広野町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について 9/17 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号 令和元年度広野町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について 9/17 10 9 8 1

原案
認定

× 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号 令和元年度広野町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について 9/17 10 9 9 0

原案
認定

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第69号 
～ 

議案第75号

令和２年度一般会計補正予算及び各６特別
会計補正予算 9/18 10 9 9 0

原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第１号
東京電力福島第一原子力発電所事故で発生
した放射能汚染水（アルプス処理水）　の
海洋放出に反対する請願書

9/18 10 9 9 0
不
採択

〇 × × 議 × 〇 × × × ×

発議第２号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地
方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確
保を求める意見書

9/18 10 9 9 0
原案
可決

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第76号 広野町教育委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて 9/18 10 9 9 0

原案
同意

〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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出

欠

状

況

議案等の審議結果会議等出欠状況

令和２年７月１日～９月30日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜
　
日

開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
阿
部
　
憲
一

北
郷
　
伯
弘

遠
藤
　
　
浩

北
郷
　
幹
夫

門
馬
ま
り
え

畑
中
　
大
子

小
磯
　
利
雄

門
馬
　
　
巧

渡
邉
　
正
俊

黒
田
　
政
徳

出席回数（回） 13 15 11 20 27 14 14 12 13 10

会議回数（回） 14 15 11 20 27 14 17 12 13 11

７

２ 木 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

２ 木 財政支援団体監査 - - - - 〇 - - - - -

２ 木 ハタゴインとの防災協定締結式 - - - 〇 - - - - - -

３ 金 財政支援団体監査 - - - - 〇 - - - - -

６ 月 財政支援団体監査 - - - - 〇 - - - - -

８ 水 令和２年第３回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

８ 水 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

13 月 産業厚生常任委員会 〇 〇 〇 〇 - - 病 〇 - -

16 木 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

17 金 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

20 月 例月現金出納検査 - - - - 〇 - - - - -

21 火 広野町・議会合同要望活動 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ×

８

３ 月 令和２年第４回臨時会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３ 月 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

４ 火 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

５ 水 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

６ 木 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

７ 金 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

７ 金 災害時における燃料の供給等に関する協定締結式 - - - 〇 - - 〇 - - -

17 月 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

18 火 産業厚生常任委員会 〇 〇 〇 〇 - - 〇 〇 - -

18 火 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

19 水 総務文教常任委員会 - - - 〇 〇 〇 - - 〇 〇

20 木 例月現金出納検査 - - - - 〇 - - - - -

21 金 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

24 月 決算審査 - - - - 〇 - - - - -

25 火 決算審査講評 - - - - 〇 - - - - -

27 木 正副議長研修会 - - - 〇 - - - - - -

28 金 ライジングとの協定締結式 - - - 〇 - - × - - -

９

４ 金 議会運営委員会 - 〇 - 〇 - 〇 〇 〇 - 〇

15 火 令和２年第３回定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 水 令和２年第３回定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 木 令和２年第３回定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 金 令和２年第３回定例会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

23 水 例月現金出納検査 - - - - 〇 - - - - -

28 月 広報委員会 〇 〇 - 〇 - 〇 〇 - 〇 -

29 火 全員協議会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

　議会議長や、議会の中の各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村会が主催す

る式典や会議にも出席しています。



●
発
行
／
福
島
県
広
野
町
議
会
　
〒
９
７
９

－

０
４
０
２

　
福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35

　
●
編
集
／
広
野
町
議
会
広
報
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

－

27

－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

建
設
の
計
画
見
直
し
案
は
ど
う
な
る
？

道
の
駅
整
備
事
業

道
の
駅
整
備
事
業

編

　
集

　
後

　
記

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　
今
年
の
野
菜
作
り
の
講

習
会
に
参
加
し
ま
し
た
が
、

例
年
続
い
て
い
た
空
梅
雨

は
姿
を
消
し
、
７
月
は
気

温
の
変
動
や
長
雨
が
続
き

湿
度
１
０
０
％
の
日
が
半

月
も
あ
り
、
８
月
に
入
る

と
雨
が
殆
ど
降
ら
ず
農
家

や
家
庭
菜
園
で
は
対
応
に

苦
慮
し
ま
し
た
。

　
そ
の
理
由
と
し
て
植
物

は
「
根
に
よ
っ
て
養
分
を

土
の
中
で
水
と
共
に
吸
収

す
る
」
の
で
雨
が
降
ら
な

い
と
元
肥
と
し
て
施
し
た

肥
料
の
中
の
成
分
が
根
か

ら
吸
収
さ
れ
ず
葉
先
が
枯

れ
る
な
ど
の
障
害
が
発
生

し
て
収
量
は
と
も
よ
り
品

質
も
大
き
く
損
ね
る
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　
結
果
を
踏
ま
え
て
今
後

の
対
策
と
し
て
は
、
長
期

予
報
の
確
認
や
植
え
付
け

　
道
の
駅
事
業
の
見
直
し
案
に
つ
い
て
、
新
聞
報
道

等
で
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
の
状
況
を
町
民
が

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
道
の
駅
事
業
に
対
す
る
考
え
を
お
２
人
に
お
聞
き

し
ま
し
た
。

日下　みち子さん
（下北迫）

阿部　千恵子さん
（上北迫）　　　　　　　

　
私
は
、
当
初
か
ら
、
町
の
た

く
さ
ん
の
予
算
を
必
要
と
す
る

「
道
の
駅
」
に
は
疑
問
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。

　
工
事
中
に
岩
盤
が
出
た
か
ら
、

さ
ら
に
多
く
の
予
算
が
か
か
る

「
道
の
駅
」、
隣
の

葉
町
に
も

あ
り
、
広
野
町
に
は
い
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

　
８
月
末
の
住
民
説
明
会
や
９

月
議
会
で
も
批
判
的
な
意
見
、

特
に
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
造
ら
な
い

事
に
対
し
て
の
声
が
出
た
そ
う

で
す
か
ら
。

　
新
聞
記
事
で
、
み
か
ん
の
木
、

桜
の
木
を
植
え
る
事
等
を
知
り
、

そ
の
案
は
と
て
も
良
い
と
思
い

ま
す
。

　
み
か
ん
が
成
熟
し
た
ら
、「
ミ

カ
ン
狩
り
」
が
で
き
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
収
入
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
、
と
考
え
ま
し
た
。

　
出
来
上
が
っ
て
か
ら
の
管
理

に
も
お
金
が
か
か
る
し
、
そ
こ

が
皆
の
訪
れ
る
場
所
に
な
る
よ

う
に
工
夫
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
町
の
予
算
は
、
む
だ
使
い
と

言
わ
れ
な
い
よ
う
に
大
切
に

使
っ
て
頂
き
た
い
と
切
に
願
い

ま
す
。

　
最
初
は
道
の
駅
が
で
き
る
の

は
い
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
岩

盤
が
出
て
撤
去
す
る
に
は
、
予

算
が
た
く
さ
ん
い
る
と
聞
い
て
、

道
の
駅
は
必
要
だ
ろ
う
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
出
さ
れ
た
案
で
は
道

の
駅
に
は
な
ら
ず
、
み
か
ん
の

木
や
桜
の
木
を
植
え
、
ト
イ
レ

や
休
憩
所
等
を
置
く
そ
う
な
の

で
、
良
い
計
画
だ
と
思
い
ま
す
。

　
高
台
の
個
所
に
は
、
ベ
ン
チ

等
を
置
い
て
海
が
見
え
る
よ
う

に
す
る
の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
岩
盤
を

利
用
す
る
こ
と
も
考
え
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
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て
健
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増
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を
図
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ま

し
ょ
う
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暑さを乗り越えた茄子の花


